
薬事日報　薬学生新聞

　昭和薬科大学の軽音楽部
「七面鳥フォークソング部」
の卒業生で結成されたFoot 
mark mus ic。製薬企業で
働くＭＲのＫｅｉさん（ボ
ーカル）、品質保証部門に
所属するＫａｒａさん（ベ
ース）、臨床開発モニター
のＤａｎさん（ドラム）、
薬局薬剤師のＫａｎｉさん

（ギター）と就職先も職種
も異なる４人をつなげた
のは、部活で１年に１回開
催されるＯＢ・ＯＧライブ
だ。大学で同学年のKaraさ
んとＤａｎさんが後輩２人
を誘ったのがきっかけだ
が、３学年以上離れてお
り、部活の在籍期間は重な
っておらず、正式にバンド
を結成した2016年には全
員が社会人になっていた。
　社会人とバンド活動を両
立していることもあり、全
員が一緒になってスタジオ
に入って練習できるのは月
１回程度。「大事なのは気
持ちを途切れさせないこ

と」とメンバーは口を揃える。個人練習はもちろん、
時間が合えば一部のメンバーだけで練習したり、作
曲したものをＬＩＮＥにアップロードして４人で共
有するなど、スタジオ練習以外のときでも、それぞ
れバンドに関わることができる時間を分担して増や

す工夫をしてい
る。他のインデ
ィーズバンドと
比べて、ライブ
の頻度は決して
多 い 方 で は な
い。それでも「バ
ンドとして成長
することを楽し
み、観客の期待
を 常 に 越 え た
い」との気持ち
はプロのバンド
に引けをとらな
い。
　こうしたチー
ムワークの良さ
がF o o t m a r k 
musicの音楽性
に生かされてい
る。４人の音楽
の趣味はそれぞ
れ異なるが、絶
妙に融合して一
つの音楽にして
いくのが持ち味
だ。サウンドの
要は、Ｋａｎｉさんが奏でるエレキギターのテレキ
ャスターによる歪みを抑えて、丁寧に音作りを重ね
たギターサウンド。ＤａｎさんとＫａｒａさんのリ
ズム隊がテクニカルな要素を入れつつも、しっかり
と曲の土台を作り上げ、その上にＫｅｉさんのスト
レートな歌詞とボーカルで全体的にポップな仕上が
りとなっている。

　メンバーは医療と音楽に情熱を燃やす個性溢れた
人たちばかりだ。「音楽は理屈８割、フィーリング
２割」と話すＫａｎｉさんは、勉強も音楽もコツコ
ツとやるタイプと自認する。基礎的なコード進行や
スケールなど、音楽の理論を本などで勉強した上で
ギターのフレーズを考えて作曲する。その原点とな
っているのが薬学の理論。「勉強も音楽も同じで、
まずは土台を固めることが大事。全てフィーリング
でギターを弾いてしまうと、同じようなフレーズし

か出てこない」という。土台を理解できているから
こそ、変則的なギタープレイができるという。
　Ｋｅｉさんは、大学生活で培ったコミュニケーシ
ョン能力に自信があったことと、医師への新薬の処
方提案を通じて医療貢献ができることに魅力を感
じ、製薬企業のＭＲとして活動している。声の大き
さが自慢で「今に至るまで声量が上がり続けている」
とボーカルとしての歌唱力は未だ成長途上にある。
作詞も担当しており、「格好つけすぎず、等身大の ↑

自分が抱えているエピソードと曲のイメージを照ら
し合わせている。医療の限界など、医薬に携わって
いる人が共通して抱える悩みを歌詞で共有したい。
新たな一歩を踏み出せるようなメッセージを伝え、
業界で働く後輩や薬学生たちの星になりたい」と目
を輝かせる。
　小学生からドラムを始めたＤａｎさんは、臨床開
発モニターで、新卒で医薬品開発受託機関（ＣＲＯ）
に入社後、中途採用で製薬企業に転職した。乳癌を
患っていた母親が抗癌剤による副作用で苦しんでい
るのを見て、「安全な薬を開発したい」と薬学を志し、
念願叶って現在は新しい抗癌剤の開発に携わってい
る。ドラムプレイも「薬学を考えるときと同様、理
論派」だ。他のパートとの調和を意識しながら、盛
り上げる部分、抑える部分を考えて適宜、技巧を凝
らし、バンドのパフォーマンスを支える。一方で、
作曲のスタイルは「いいメロディーが浮かぶときは
感情が動くとき」と感覚派の側面も見せる。
　Ｄａｎさんと一緒にリズム隊としてバンドの土台
を支えるベースのＫａｒａさんは、新卒で原薬を扱
う商社を経て、中途採用で製薬企業に入社し、出荷
判定やクオリティー・マネジメント・システム（Ｑ

（１ページから続く）

製
薬
企
業
や
薬
局
勤
務

社
会
人
で
バ
ン
ド
結
成

薬学の理論を演奏に応用
医療人の悩み 歌詞で共有したい

Foot mark musicのメンバー。左からＫａｒａさん、Ｋａｎｉさん、
Ｋｅｉさん、Ｄａｎさん
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